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● 人口分布

町丁目別夜間人口（平成27年）（国勢調査／総務省）

三番町

四番町

二番町

一番町

富士見二丁目

上位５町丁目 夜間人口（人）

一番町 3,522

三番町 3,340
富士見二丁目 3,199
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● 人口推移

夜間人口の推移（各年１月１日）（住民基本台帳人口／千代田区）

※平成25年より外国人住民を含む
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H7人口を1.0とした場合の数値の推移

夜間人口（人） H27人口密度
（人/k㎡）H7 H12 H17 H22 H27

千代田区 34,780 36,035 41,778 47,115 58,406 5,009

中央区 63,923 72,526 98,399 122,762 141,183 13,828
港区 144,885 159,398 185,861 205,131 243,283 11,943
区部 7,967,614 8,134,688 8,489,653 8,945,695 9,272,740 14,796

＜参考＞ 他区との比較（国勢調査／総務省）

・居住人口は、高度成長期以降減少を続け平成12（2000）に39,297人と底を打ち、以降増加傾向が続く
・今後、2045年まで人口・世帯数とも増加傾向が続くと推計され、高齢化は進行
・人口増加数は番町地域が多いが、増加率は和泉橋地域が高く約20年の間ほぼ倍増
・20歳代～40歳代の単身・ファミリー世代が急増



国籍別人口の推移（千代田区行政基礎資料集／千代田区）
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● 国籍別人口
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年齢３区分別人口構成の推移（千代田区人口ビジョン／千代田区より引用）

● 年齢別人口
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年齢別人口ピラミッド（平成30年）（住民基本台帳人口／千代田区）
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● 人口動態

人口増減（平成８～28年）（千代田区統計図説／千代田区より引用）
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人口増減率（平成10～30年、各年１月１日）の比較
（住民基本台帳人口／千代田区）
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年齢別転入超過数の推移（住民基本台帳人口移動報告／総務省） 町丁目別居住期間20年以上の人口割合（平成27年）
（国勢調査／総務省）

上位５町丁目
居住期間20年以上の
人口割合（％）

神田三崎町一丁目 65.2
神田平河町 50.0

神田松永町 41.5
神田岩本町 34.7
外神田三丁目 30.2

＜参考＞
（住民基本台帳人口／千代田区、千代田区行政基礎資料集／千代田区）
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※平成30年と各年の差分を右側に移動させて表現しているため、実際の生存者数とは異なる。
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● 将来推計人口
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H27 H52H47H42H37H32 H57

将来推計人口の推移
（日本の地域別将来推計人口（平成30(2018)年推計）／国立社会保障・人口問題研究所、
東京都区市町村別人口の予測／東京都、千代田区人口ビジョン／千代田区）

※東京都による推計、国立社会保障・人口問題研究所による推計における平成27年の人口は、国勢調査の実績値である

年齢３区分別将来推計人口の推移（千代田区人口ビジョン／千代田区より引用）

高齢者推計人口の変化（国勢調査／総務省、千代田区人口ビジョン／千代田区）

H7 H27
増減

（H7-27）
H47

増減
（H27-47）

高齢者人口 34,780 53,547 18,767 76,679 23,132

65歳以上
人口（人） 7,018 10,208 ＋3,190 15,527 ＋5,319
割合（％） 20.2 19.1 ー1.1 20.2 ＋1.2

75歳以上
人口（人） 2,075 4,978 ＋2,903 7,666 ＋2,688

割合（％） 6.0 9.3 ＋3.3 10.0 ＋0.7
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世帯数の推移（各年１月１日）（住民基本台帳人口／千代田区）

● 世帯

＜参考＞ 区部との比較（単独世帯における高齢者世帯比率）（平成27年）

家族類型別世帯数の推移（国勢調査／総務省）

＜参考＞ 区部との比較（家族類型別世帯構成比率）（平成27年）
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単独世帯における高齢者世帯数の推移（国勢調査／総務省）

・世帯数は高度成長期の昭和41（1966）年をピークに減少を続けたが、平成8（1996)）年に底を打ち、以降増加。
・世帯当たり人員数は減少が続いている。番町地域で2.06人と最も多く、神田公園地域で1.55人と最も少ない。
・また、単独世帯が最も多く、区部と平均と比べててもその割合は高い。
・高齢者単独世代の割合は、区部に平均に比べると低いが、増加傾向が続いている。
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● 地域コミュニティ

住居形態別町会加入率の推移（千代田区民世論調査／千代田区）

連合町会 町会数
麹町出張所地区連合町会 21

富士見地区連合町会 9
※１準町会を含む

神保町地区連合町会 12
神田公園地区連合町会 20
万世橋地区連合町会 21
神田駅東連合町会 9
岩本町東神田連合町会 8

秋葉原東部地区連合町会 8

合計 108
※１準町会を含む

商店街連合会登録団体数・会員数の推移
（コミュニティ施策の一元的推進に向けた方向性の提示／千代田区より引用）

コミュニティ施設の利用状況の変化（千代田区行政基礎資料集／千代田区）

区民集会室
H10 H29

施設数（室） 23 39
件数（件） 11,137 20,699
利用率（％） 46.2 51.2

※平成28年より「マンションで一括して加入している」と回答した人を含む



まちづくりの推進施策に対する満足度（％）
H26 H29 増減率

千代田区 29.7 34.0 ＋04.3

地
区
別

麹町地区 29.2 36.3 ＋07.1
富士見地区 30.7 29.5 ー01.2
神保町地区 28.4 38.5 ＋10.1
神田公園地区 29.8 36.0 ＋06.2
万世橋地区 36.1 24.8 ー11.3
和泉橋地区 28.5 34.2 ー05.7

世
代
別

子育て世代（20-40代） 35.3 39.4 ＋03.9
高齢者世代（65歳-） 23.5 31.3 ＋07.8

緑の豊かさ 交通の安全性 災害の安全性 安全・安心なまち

千代田区 43.6 54.8 53.4 67.0

地
区
別

麹町地区 60.5 65.1 63.6 81.4
富士見地区 62.2 56.8 59.1 68.0
神保町地区 29.1 48.7 44.4 64.1
神田公園地区 24.0 46.0 46.0 58.0
万世橋地区 22.8 46.5 44.6 54.4
和泉橋地区 12.9 41.6 34.2 42.6

世
代
別

子育て世代（20-40代） 40.4 54.1 54.9 69.0
高齢者世代（65歳-） 47.4 56.3 51.0 68.2
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● 居住者評価
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交通の便 公園・遊び場 騒音・振動 大気汚染

緑の豊かさ 交通の安全性 災害の安全性 安全・安心なまち

(％) H29生活環境評価（％）
交通の便 公園・遊び場 騒音・振動 大気汚染

千代田区 97.8 29.3 23.9 17.8

地
区
別

麹町地区 96.8 34.8 34.9 25.5
富士見地区 99.4 32.5 23.6 18.9
神保町地区 99.1 21.4 18.8 14.5
神田公園地区 97.0 17.0 7.0 8.0
万世橋地区 100.0 30.7 14.8 10.9
和泉橋地区 97.3 24.1 17.6 9.3

世
代
別

子育て世代（20-40代） 99.0 29.0 24.5 16.9
高齢者世代（65歳-） 94.8 29.2 24.5 22.9

※施策の満足度を５段階評価（満足、やや満足、やや不満、不満、わからない）して、「満足」「やや満足」と評価した人の割合を示す

※自宅周辺お生活環境を５段階評価（良い、やや良い、普通、やや悪い、悪い）して、「良い」「やや良い」と評価した人の割合を示す

生活環境評価の推移（千代田区民世論調査／千代田区） 地区別・世代別生活環境評価（平成29年）（千代田区民世論調査／千代田区）

施策に対する満足度の変化（千代田区民世論調査／千代田区）

※自宅周辺お生活環境を５段階評価（良い、やや良い、普通、やや悪い、悪い）して、「良い」「やや良い」と評価した人の割合を示す

・居住者の生活環境評価は総体的に高水準にあるが、「大気汚染」「騒音・振動」「公園・遊び場」は低水準。
・生活環境評価については、「騒音・振動」「安全・安心」など地域によって大きく評価が異なる項目があり、総じて神田公園地区が低水準となっている。



昼間人口（人） H27人口密度
（人/k㎡）

H27昼夜間
人口比率H7 H12 H17 H22 H27

千代田区 949,900 855,172 853,382 819,247 853,068 73,162 1460.6

中央区 700,865 648,366 647,733 605,926 608,603 59,609 431.1

港区 849,786 837,658 908,940 886,173 940,785 46,185 386.7

区部 11,191,345 11,125,135 11,284,699 11,711,537 12,033,592 19,202 129.8

最低値

494,673

（S30）

最高値

1,036,609

（H2）

853,068

(H27)
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● 人口推移

＜参考＞ 他区との比較（国勢調査／総務省）
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H7人口を1.0とした場合の数値の推移
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最高値

1,036,609

（H2）

853,068

(H27)

0

250,000

500,000

750,000

1,000,000

1,250,000

S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

(人)

昼間人口の推移（国勢調査／総務省）

・在勤者・在学者で構成さる昼間人口は、平成２（1990）年をピークに若干減少傾向。
・昼夜間人口比率は逓減しているが、23区では突出して高くなっている。
・平成27（2015)年と12（2000）年を比較すると、神保町、番町、神田公園地域で減少率が1割を超えている。
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地域別昼間人口・昼夜間人口比率の比較（平成27年）
（国勢調査／総務省）

町丁目別昼間人口（平成27年）（国勢調査／総務省）

● 人口分布

上位５町丁目 昼間人口（人）

丸の内一丁目 58,545

大手町一丁目 57,935
丸の内二丁目 37,163
霞が関三丁目 24,507

霞が関一丁目 23,336
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昼間人口（人）
増減率（％）

H12 H27

番町地域 122,384 108,405 ー11.4

富士見地域 86,677 104,063 ＋20.1

神保町地域 80,642 67,618 ー16.2

神田公園地域 117,293 102,231 ー12.8

万世橋地域 61,656 61,723 ＋00.1

和泉橋地域 81,447 78,813 ー03.2

大手町・丸の内・
有楽町・永田町地域

305,067 330,210 ＋08.2

千代田区 855,166 853,063 ー00.2

地域別昼間人口の変化（国勢調査／総務省）
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D建設業 E製造業

F電気・ガス・熱供給・水道業 G情報通信業

H運輸業，郵便業 I卸売業，小売業

J金融業，保険業 K不動産業，物品賃貸業

L学術研究，専門・技術サービス業 M宿泊業，飲食サービス業

N生活関連サービス業，娯楽業 O教育，学習支援業

P医療，福祉 Rサービス業（他に分類されないもの）

事務所数（区部）

従業者数（区部）
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● 就業動向

＜参考＞ 区部との比較（従業者数）（平成24年）（経済センサス／総務省）

H24従業員数

千代田区／区部（人）
区部に占める割合

（％）

Ｄ建設業 23,604／0,383,043 6.2

Ｅ製造業 41,378／0,535,618 7.7

Ｆ電気・ガス・熱供給・水道業 5,809／0,027,637 21.0

Ｇ情報通信業 113,375／0,745,188 15.2

H運送業，郵便業 23,930／0,392,462 6.1

Ｉ卸売業，小売業 172,182／1,621,937 10.6

Ｊ金融業，保険業 114,892／0,374,092 30.7

Ｋ不動産業，物品賃貸業 34,093／0,297,179 11.5

Ｌ学術研究，専門・技術サービス業 73,495／0,377,371 19.5

m宿泊業，飲食サービス業 59,635／0,685,409 8.7

Ｎ生活関連サービス業，娯楽業 13,254／0,275,861 4.8

Ｏ教育，学習支援業 21,031／0,237,554 8.9

Ｐ医療，福祉 23,395／0,437,551 5.3

Ｒサービス業
（他に分類されないもの）

115,941／0,794,171 14.6

合計 837,974／7,211,857 11.6
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区立和泉小学校

区立番町小学校

区立昌平小学校

区立麹町小学校

区立九段小学校

区立富士見小学校

区立千代田小学校

区立お茶の水小学校

隼町

二番町

六番町 一番町

千代田

四番町

五番町

三番町

紀尾井町

皇居外苑

日比谷公園

麹町四丁目麹町五丁目

麹町一丁目
麹町二丁目

麹町三丁目

麹町六丁目

神田美倉町

神田紺屋町

神田紺屋町

神田富山町

北の丸公園

神田岩本町

神田平河町

神田花岡町

神田相生町
神田和泉町

神田松永町

神田練塀町

内幸町一丁目

霞が関三丁目

有楽町二丁目
有楽町一丁目

霞が関一丁目

霞が関二丁目

丸の内三丁目

永田町二丁目

永田町一丁目

丸の内二丁目

平河町二丁目

平河町一丁目
丸の内一丁目

大手町二丁目

大手町一丁目

鍛冶町一丁目
神田西福田町内神田一丁目

九段南四丁目

内神田二丁目

一ツ橋一丁目

神田北乗物町

内神田三丁目

九段南三丁目

神田東紺屋町

岩本町一丁目

神田美土代町

鍛冶町二丁目

九段南二丁目 岩本町二丁目九段北四丁目

一ツ橋二丁目

神田東松下町 東神田一丁目
九段南一丁目九段北三丁目

九段北二丁目

東神田二丁目

岩本町三丁目

東神田三丁目

九段北一丁目

西神田三丁目

富士見一丁目

猿楽町一丁目
外神田一丁目

西神田二丁目
飯田橋一丁目

西神田一丁目
飯田橋二丁目

猿楽町二丁目

富士見二丁目

三崎町一丁目
飯田橋四丁目 三崎町二丁目

三崎町三丁目

飯田橋三丁目

外神田四丁目

外神田三丁目

外神田二丁目

外神田五丁目

外神田六丁目

内幸町二丁目

神田錦町三丁目

神田錦町一丁目

神田錦町二丁目
神田司町二丁目

神田多町二丁目

神田佐久間河岸

神田鍛冶町三丁目

神田小川町二丁目

神田小川町一丁目

神田淡路町一丁目
神田小川町三丁目

神田須田町二丁目

神田神保町三丁目

神田駿河台三丁目

神田須田町一丁目

神田神保町二丁目

神田神保町一丁目

神田淡路町二丁目神田駿河台一丁目

神田駿河台四丁目

神田駿河台二丁目

神田佐久間町四丁目
神田佐久間町三丁目
神田佐久間町二丁目

神田佐久間町一丁目
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● 教育施設

小学校の分布（平成28年）（千代田区統計図説／千代田区より引用） 中学校の分布（平成28年）（千代田区統計図説／千代田区より引用）
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区立麹町中学校

区立神田一橋中学校

区立九段中等教育学校
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六番町 一番町

千代田

四番町

五番町

三番町

紀尾井町

皇居外苑

日比谷公園

麹町四丁目麹町五丁目

麹町一丁目
麹町二丁目

麹町三丁目

麹町六丁目

神田美倉町

神田紺屋町

神田紺屋町

神田富山町

北の丸公園

神田岩本町

神田平河町

神田花岡町

神田相生町
神田和泉町

神田松永町

神田練塀町

内幸町一丁目

霞が関三丁目

有楽町二丁目
有楽町一丁目

霞が関一丁目

霞が関二丁目

丸の内三丁目

永田町二丁目

永田町一丁目

丸の内二丁目

平河町二丁目

平河町一丁目
丸の内一丁目

大手町二丁目

大手町一丁目

鍛冶町一丁目
神田西福田町内神田一丁目

九段南四丁目

内神田二丁目

一ツ橋一丁目

神田北乗物町

内神田三丁目

九段南三丁目

神田東紺屋町

岩本町一丁目

神田美土代町

鍛冶町二丁目

九段南二丁目 岩本町二丁目九段北四丁目

一ツ橋二丁目

神田東松下町 東神田一丁目
九段南一丁目九段北三丁目

九段北二丁目

東神田二丁目

岩本町三丁目

東神田三丁目

九段北一丁目

西神田三丁目
富士見一丁目

猿楽町一丁目
外神田一丁目

西神田二丁目
飯田橋一丁目

西神田一丁目
飯田橋二丁目

猿楽町二丁目

富士見二丁目

三崎町一丁目
飯田橋四丁目 三崎町二丁目

三崎町三丁目

飯田橋三丁目
外神田四丁目

外神田三丁目

外神田二丁目

外神田五丁目

外神田六丁目

内幸町二丁目

神田錦町三丁目

神田錦町一丁目

神田錦町二丁目
神田司町二丁目

神田多町二丁目

神田佐久間河岸

神田鍛冶町三丁目

神田小川町二丁目

神田小川町一丁目

神田淡路町一丁目

神田須田町二丁目

神田神保町三丁目

神田駿河台三丁目

神田須田町一丁目

神田神保町二丁目

神田神保町一丁目

神田淡路町二丁目神田駿河台一丁目

神田駿河台四丁目

神田駿河台二丁目

神田佐久間町四丁目
神田佐久間町三丁目
神田佐久間町二丁目

神田佐久間町一丁目
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大学の分布（平成30年）（／）

番号 大学名
1 大妻女子大学

2 共立女子大学
3 上智大学

4 城西大学

5 専修大学
6 東京家政学院大学
7 二松學舎大学

※区内に本部が所在する大学を示す

番号 大学名
8 東京歯科大学

9 日本歯科大学
10 日本大学

11 法政大学

12 明治大学
13 大原大学院大学
14 グロービス経営大学院大学

１
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0.7 
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18.8 

1.0 

6.6 

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

交通の便がよい

商業施設が充実している

文化・芸術が感じられる

お祭りやイベントが多い

地域の交流がある

落ち着いている

医療・福祉施設が充実している

治安がよい

子育て・教育環境がよい

緑が多い

学校・職場が近い

災害への不安がない

移動しやすい

その他

とくに魅力を感じない

千代田区の魅力

（％）
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飲食

買い物

映画や美術鑑賞

スポーツ

地域活動

散歩・散策

友達と会う

習い事

その他

過ごしてない/過ごしたい時間はとくにない

仕事や学校以外での過ごし方

現在 今後

（％）
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● 在勤・在学者評価

千代田区の魅力（千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年６～７月）／千代田区）

仕事・学校以外の過ごし方
（千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年６～７月）／千代田区）

千代田区の魅力（％）（３つまで選択可）
交
通
の
便
が
よ
い

商
業
施
設
が

充
実
し
て
い
る

文
化
・
芸
術
が

感
じ
ら
れ
る

お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
が
多
い

地
域
の
交
流
があ

る

落
ち
着
い
て
い
る

医
療
・
福
祉
施
設

が
充
実
し
て
い
る

治
安
が
よ
い

子
育
て
・

教
育
環
境
が
よ
い

緑
が
多
い

学
校
・
職
場
が近

い

災
害
へ
の
不
安
が

な
い

移
動
し
や
す
い

そ
の
他

と
く
に
魅
力
を

感
じ
な
い

千代田区 78.5 27.1 13.5 5.9 1.5 21.5 1.8 18.7 0.7 6.5 15.6 1.6 18.8 1.0 6.6 

通
勤
・
通
学
地
域

番町地域 68.1 10.0 13.1 5.7 1.3 36.7 0.9 25.8 1.7 12.7 14.4 2.2 17.0 0.0 7.4 
富士見地域 71.1 11.3 14.9 11.3 1.5 28.9 1.5 25.3 1.0 11.9 16.0 1.0 15.5 1.5 8.2 
神保町地域 82.7 15.8 22.8 5.4 2.5 20.8 4.5 16.8 1.0 5.0 20.8 1.5 18.8 3.5 3.5 
神田公園地域 83.8 23.9 12.7 9.9 2.1 9.2 2.8 15.5 0.0 1.4 15.5 2.1 28.9 1.4 4.2 
万世橋地域 78.1 26.0 16.4 10.3 1.4 13.0 5.5 9.6 0.0 1.4 13.0 0.7 24.7 0.7 6.8 
和泉橋地域 79.1 28.5 9.5 15.2 3.8 12.0 1.9 4.4 0.6 0.6 10.1 1.3 25.3 0.0 10.8 
大手町・丸の内・
有楽町・永田町地域

82.3 38.4 12.2 2.4 1.0 21.7 0.7 21.1 0.4 7.0 16.4 1.6 17.2 0.7 4.8 

仕事・学校以外の過ごし方（％）（いくつでも選択可）
飲
食

買
い
物

映
画
や
美
術
鑑
賞

ス
ポ
ー
ツ

地
域
活
動

散
歩
・
散
策

友
達
と
会
う

習
い
事

そ
の
他

過
ご
し
て
な
い
／

過
ご
し
た
い
時
間

は
と
く
に
な
い

千代田区 68.9 40.8 12.7 4.2 2.3 21.9 19.6 1.6 0.7 22.0 

通
勤
・
通
学
地
域

番町地域 67.2 27.5 7.4 2.6 3.5 26.6 12.2 0.9 1.3 26.2 
富士見地域 59.8 26.8 8.8 5.7 3.1 23.7 15.5 0.5 1.5 29.4 
神保町地域 76.2 37.1 10.9 2.5 2.5 25.7 24.3 2.0 1.0 15.3 
神田公園地域 73.9 35.9 8.5 5.6 1.4 18.3 16.9 1.4 0.0 19.0 
万世橋地域 68.5 45.2 4.1 5.5 0.0 19.2 13.7 0.0 0.7 20.5 
和泉橋地域 69.6 43.0 7.6 3.8 3.8 16.5 16.5 2.5 0.0 19.0 
大手町・丸の内・
有楽町・永田町地域

70.7 49.3 18.6 4.5 2.1 22.2 23.9 2.2 0.5 20.1 

・在勤・在学者の評価では、交通の利便性が最も高く、商業施設の充実。街の「落ち着き」と続いている。
・仕事や学校以外での千代田区の過ごし方は現在は飲食、買い物が多くなっている。
・地域活動については現在約2％となっているが、今後については、およそ7％となっている。
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この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

● 鉄道駅

駅別乗車人員の規模（平成28年）（東京都統計年鑑／東京都）

四ッ谷

東京

大手町

秋葉原

飯田橋

市ヶ谷

有楽町

神保町

神田

九段下

御茶ノ水

麹町
半蔵門

日比谷

新御茶ノ水

水道橋

霞が関国会議事堂前

赤坂見附

永田町

溜池山王

二重橋前

竹橋

岩本町
小川町 淡路町

末広町

桜田門

内幸町

＜参考＞ 他区との比較（行政面積あたりの駅数）（平成28年）
（東京都統計年鑑／東京都）※精査中

上位５区
行政面積あたりの駅数

（駅／k㎡）
千代田区 2.23
中央区 2.15
港区 1.62
新宿区 1.48
台東区 1.48

10万人超／日 乗車人員数（人／日）
東京 539,260
秋葉原 370,888
有楽町 254,753
大手町 213,641

飯田橋 206,447
神保町 183,978

市ヶ谷 180,049
四ッ谷 157,721

九段下 138,885

御茶ノ水 133,811

神田 131,164
水道橋 106,414

１日平均乗車人員の推移（東京都統計年鑑／東京都）

・平成17年のつくばエクスプレスの開業以降、鉄道の1日あたり平均乗車人員は増加傾向
・ビジネス・観光機能の充実、外国人観光客の増加に伴い、近年ホテルが急増傾向
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● 人口集積

属性
平日15時における
滞在者数（人）

従業者 約21.6万

ビジネス来訪者 約03.0万
一般来訪者・観光客 約02.8万
鉄道旅客 約04.6万

合計 約32.0万

＜参考＞ 大丸有地区における滞在者数（推計）（大丸有地区都市安全確保計画／千代田区）

※平成25年４月１日～11月30日のログを分析対象としている
※Japan Connected-free Wi-Fi（JW）アプリによるフリーWi-Fi接続時のGPS位置情報のログである
※居住地域の特定は、JWアプリ時、ブラウザ利用時の端末の言語設定にて判定している
※集計期間で一定期間以上（22日以上）の利用実績があるユーザを在住・在勤者として分析対象から除外し、データを抽出している
（東京都における外国人観光客の行動特性を勘案し、またJAPAN RAIL PASSの利用期間である21日目までを観光客の滞在と判断するのが適当
であるという考えから、22日以降を在住・在勤者と判定するよう設定（平成24年度国別外国人旅行者行動特性調査／東京都産業労働局観光部
企画部を参照））

時間帯別ヒートマップ（日本人）（平成29年度ビックデータ分析結果／千代田区）時間帯別ヒートマップ（外国人）（平成29年度ビックデータ分析結果／千代田区）

H25 H29 増減数
増減率
（％）

訪都外国人（万人）（A） 681.2 1,377.4 696.2 102.2

訪問地の割合（％）（B）
東京駅周辺・丸の内・日本橋 41.2 33.5 ー ー

秋葉原 37.4 39.0 ー ー
区内観光地への外国人観光客数（万人）（A・B）

東京駅周辺・丸の内・日本橋 280.7 461.4 180.8 64.4

秋葉原 254.8 537.2 282.4 110.9

＜参考＞ 外国人観光客（推計）（東京都観光客等実態調査／東京都、国別外国人旅行者行動特性調査／東京都）

委員限り
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● 宿泊機能

宿泊施設の分布（平成30年）（／） 現存ホテル等における旅館業許可数の推移（／）

※保健所が旅館業を許可している建築物を対象としている

住宅宿泊事業法（千代田区住宅宿泊事業制限区域図／千代田区より引用）

千代田区住宅宿泊事業の実施に関する条例（H30.6）

健全な民泊サービスの普及を図るための一定のルールを定めた住宅宿泊事業法の
施行にあわせて、区独自の制限を設けた条例を制定



２．社会基盤

２.１. 道路

２.２. 公園・緑地・空地
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都市計画整備率（％）
都心３区 89.5
区部 77.9

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

２.１.道路２
．
社
会
基
盤

18

都市計画道路の分布（平成29年）（千代田区都市計画図／千代田区） 町丁目別道路面積率（平成○年）（／）

＜参考＞ 他区との比較（道路整備率）（平成○年）（／）

都市計画整備率（％）
千代田区 94.7
中央区 90.2

文京区 84.6
墨田区 83.8
荒川区 85.7
世田谷区 64.1

＜参考＞ 他区との比較（平成○年）（／）

行政区域面積（ha） 道路面積（ha） 道路面積率（％）
千代田区 1,164.0 285.0 24.5
うち皇居等除く 896.0 272.3 30.4

区部 62,676.0 10,286.2 16.4

・千代田区内はおおむね都市基盤が整備され都市計画道路の整備率は23区で最も高くなっている。
・千代田区の道路面積率は区部平均16.4％を大きく上回り、24%を超えている。皇居等を除くとおよそ3割となり、地域によって
は、40％を超える地域もあるが、4M未満の細街路が占める割合も高くななっている。

優先整備路線

計画内容
再検討路線

見直し候補路線

見直し候補路線
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公園面積率（平成23年）（千代田区統計図説／千代田区より引用） ＜参考＞ 他区との比較（１人あたり公園面積）（平成○年）（／）
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・皇居外苑や北の丸公園など広大な国民公園があり、一人あたり公園面積は23区でも群
を抜いているが、身近な緑は少ない。



-H9 -H30
面積（㎡） 都市開発諸制度等 創出空地面積（㎡） 割合（％）

193,260

再開発等促進区を定める
地区計画

64,658 14.3

特定街区 86,926 19.2
高度利用地区 13,375 3.0

総合設計（都） 184,438 40.8
総合設計（区） 5,542 1.2

都市再生特別地区 70,108 15.5

地区計画による担保 27,350 6.0

合計
452,397

H9時点の約2.3倍
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公開空地の創出（平成○年）（／）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号



３．地域資源

３.１. 文化財・史跡・歴史的建造物

３.２. 商店街（作成中）

21

23



番号 名称 指定 種類

1 旧江戸城清水門 国 重要文化財

2 旧江戸城外桜田門 国 重要文化財

3 旧江戸城田安門 国 重要文化財

4 旧近衛師団司令部庁舎 国 重要文化財

5 東京駅丸の内本屋 国 重要文化財

6 日本ハリストス正教会教団復活大聖堂 国 重要文化財

7 法務省旧本館 国 重要文化財

8 明治生命保険相互会社本社本館 国 重要文化財

9 江戸城跡 国 特別史跡

10 江戸城外堀跡 国 史跡

11 常磐橋門跡 国 史跡

12 学士会館 国 登録有形文化財

13 カトリック神田教会聖堂 国 登録有形文化財

14 神田神社本殿 国 登録有形文化財

15 旧文部省庁舎 国 登録有形文化財

16 大洋ビルディング（丸石ビルディング） 国 登録有形文化財

17 日本工業倶楽部会館 国 登録有形文化財

18 松本家住宅主屋 国 登録有形文化財

19 山本歯科医院 国 登録有形文化財

20 神田下水 東京都 史跡

21 お玉が池 東京都 旧跡

22 加藤清正邸跡 東京都 旧跡

23 関東大震災協力防災の地 東京都 旧跡

24 北町奉行所跡 東京都 旧跡

25 滝沢真琴跡の井戸 東京都 旧跡

26 滝廉太郎宅跡 東京都 旧跡

27 東京府庁舎跡 東京都 旧跡

28 塙険校和学講談所跡 東京都 旧跡

29 林大学頭邸跡 東京都 旧跡

30 蕃書調所跡 東京都 旧跡

31 評定所及び伝奏屋敷跡 東京都 旧跡

32 将門跡 東京都 旧跡

33 南町奉行所跡 東京都 旧跡

34 柳の井・桜の井 東京都 旧跡

35 旧日比谷公園事務所（東京都公園資料館）東京都 有形文化財（建造物）

36 旧季王家東京邸 東京都 有形文化財（建造物）

37 日本水準原点標庫 東京都 有形文化財（建造物）

38 下野皆川藩松平家墓所 千代田区 史跡

39 遠藤家旧店舗・住宅主屋 千代田区 有形文化財（建造物）

40 糀室 附明治37年糀室之図 千代田区 有形文化財（建造物）

41 日本水準原点標庫 千代田区 有形文化財（建造物）

42 日枝神社境内末社山王稲荷神社本殿 千代田区 有形文化財（建造物）

43 平河天満宮銅鳥居 千代田区 有形文化財（建造物）
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指定文化財の分布・一覧（千代田区日比谷図書文化管文化財事務室ＨＰ）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号
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景観まちづくり重要物件の分布・一覧（平成29年）（千代田区行政基礎資料集／千代田区）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

番号 名称
指定
年月日

41 昌平橋 H19.3.28

42 万世橋 H19.3.28

43 和泉橋 H19.3.28

44 美倉橋 H19.3.28

45 左衛門橋 H19.3.28

46 新川橋 H19.3.28
47 堀留橋 H19.3.28
48 南堀留橋 H19.3.28
49 雉子橋 H19.3.28

50 一ツ橋 H19.3.28

51 錦橋 H19.3.28

52 鎌倉橋 H19.3.28

53 旧常磐橋 H19.3.28

54 常磐橋 H19.3.28

55 四谷見附橋 H19.3.28

56 弁慶橋 H19.3.28

番号 名称
指定
年月日

1 九段会館本館 H15.6.9
2 大手町野村ビル H15.6.9
3 日比谷公会堂 H15.6.9
4 法曹会館 H15.6.9
5 日比谷高校資料館 H15.6.9
6 上智大学1号館 H15.6.9
7 区立九段小学校 H15.6.9
8 靖国神社本殿 H15.6.9
9 靖国神社拝殿 H15.6.9

10 靖国会館 H15.6.9

11 到着殿 H15.6.9

12 靖泉亭 H15.6.9

13 能楽堂 H15.6.9

14 遊就館 H15.6.9

15 東京ルーテルセンタービル H15.6.9

16 暁星学園塀 H15.6.9

17 東宝学館本館 H15.6.9

18 文房堂ビル H15.6.9

19 誠心堂ビル H15.6.9

20 今荘 H15.6.9

21 共立講堂 H15.6.9

22 猿楽町町会詰所 H15.6.9

23 山の上ホテル本館 H15.6.9

24 御茶ノ水スクエア Ａ館 H15.6.9

25 高畠家 H15.6.9

26 鷹岡株式会社 H15.6.9

27 あんこう鍋いせ源 H15.6.9

28 神田まつや H15.6.9

29 ぼたん H15.6.9

30 竹むら H15.6.9

31 海老原商店 H15.6.9

32 柳森神社 H15.6.9

33 志村印刷 H15.6.9

34 山梨中央銀行 H15.6.9

35 明神下 神田川本店 H15.6.9

36 天野屋 H15.6.9

37 旧第一生命館 H15.8.8

38 後楽橋 H19.3.28

39 お茶の水橋 H19.3.28

40 聖橋 H19.3.28

1

2

3

4
5

6

7

8

10
12 13

15

14

16
17

18

19

21

22

23

24 27
28
29
30

3132

35

34

36

39
40

41

42 43 44 45

46

49

50 51

53
5455

56

37

26

11

47

48

52

9

38

25

33
20



３
．
地
域
資
源

23

商店街の分布・一覧（平成○年）（／）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

３.２.商店街 作成中



４．都市づくりの取り組み

４.１. 住宅・住宅環境 ～多様な人が住む、心ふれあうまちに～

４.２. 道路・交通体系整備 ～歩行者と環境にやさしいみち、駅に～

４.３. 緑と水辺の整備
～緑と水辺を守り、つくり、つなげ、より身近なものに～

４.４. 防災まちづくり ～災害に強く、安心・安全に暮らせるまちに～

４.５. 福祉のまちづくり
～だれもが暮らしやすく、活動しやすいまちに～

４.６. 景観づくり ～まちの個性や魅力を活かした、愛される景観に～

４.７. 環境と調和したまちづくり
～次世代に継承する、地球環境に配慮したまちに～

４.８. 土地利用 ～きめ細かい土地利用を進め、住と職の調和したまちに～
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新築住宅着工戸数の推移（東京都統計年鑑／東京都）
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人口増加に伴う住宅の量の確保とともに、ファミリー世帯、高齢者や障害者など、多様な人々が住むことに配慮した住宅を供
給し、質の向上を図ってきました。

人口・世帯の推移（各年１月１日）（住民基本台帳人口／千代田区）

※平成25年より外国人住民を含む
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居住水準の推移（住宅・土地統計調査／総務省）

延床面積別世帯数の推移（国勢調査／総務省）
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都市居住型誘導居住面積水準未満

都市居住型誘導居住面積水準以上 不詳
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高齢者向け住宅戸数の推移
（東京都ＨＰ、千代田区ＨＰ・千代田区行政基礎資料集／千代田区）

住宅付置制度の活用（環境まちづくり部資料／千代田区）

障害者向け住宅戸数の変化（保健福祉無資料／千代田区）

H10 H30

障害者グループホーム ー 2施設（定員8名）
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（戸）
・平成４年に導入し、累計6,378戸のファミリー向け住宅を供給
・平成28年より「開発事業に係る住環境整備推進制度」に移行し、大規模開発事
業者との協議を通じた良質な住宅供給と住環境整備を誘導
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★千代田ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ東館
H10完了（住宅52戸）
西神田三丁目北部東地区
第一種市街地再開発事業

★神保町三井ビルディング・
東京パークタワー

H15完了（住宅302戸）
神保町一丁目南部地区
第一種市街地再開発事業

★千代田ﾌｧｰｽﾄﾋﾞﾙ西館
H16完了（住宅198戸）
西神田三丁目北部西地区
第一種市街地再開発事業

★飯田橋プラーノ
H21完了（住宅416戸）
富士見二丁目北部地区
第一種市街地再開発事業

★平河町森タワー
H21完了（住宅122戸）
平河町二丁目東部南地区
第一種市街地再開発事業

★飯田橋サクラパーク
H26完了（住宅505戸）
飯田橋駅西口地区
第一種市街地再開発事業

★ワテラス
H25完了（住宅333戸）
淡路町二丁目西部地区
第一種市街地再開発事業

市街地再開発事業による住宅供給
（／）

・累計2,136戸

・平成４～26年で累計3,382戸

総合設計制度による住宅供給（平成４～26年）
（／）

街並み誘導型＋用途別容積型（千代田区型）地区計画による
緩和床面積と40㎡換算住宅戸数の推移（／）



主要区画道路・区画道路における通過交通抑制施策
（国土交通省ＨＰ）

・東京の渋滞問題の解消に資する三環状道路（首都高速中央環状線・東京外かく
環状道路・圏央道）の整備率は約79％（平成29年2月現在）で、平成32年まで
に約9割が開通予定

・都心の通過交通と地域の交通が混在・集中することで発生する交通渋滞への対
策として、環状方向の高速道路ネットワークの整備と交通容量の拡大による交
差点の円滑化を推進

都市計画道路の分布（平成29年）（千代田区都市計画図／千代田区）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号
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高速道路ネットワークの充実と通過交通抑制施策の実施により、道路交通の円滑化が推進されています。また、駐車場の整備、公
共交通の整備・利用促進、歩行空間の整備・活用などにより、心地よく歩けるみちづくりを進めてきました。

地域別代表交通手段構成比
（第５回東京都市圏パーソントリップ調査結果／東京都市圏交通計画協議会ＨＰより引用）

地域特性にあわせた道路整備の推進

・「北の丸公園周辺地域基本構想（H29.7）」に基づき、みどり豊かな森のみち
として代官町通りの整備を推進

・「神田警察通り沿道賑わいガイドライン（H25.3）」に沿い、歩行者優先みち
づくりとして自転車走行空間の整備を推進



駐車場整備地区の範囲
（平成28年度千代田区都市計画マスタープラン成果検証支援業務／千代田区より引用）

大丸有地域ルール
対象範囲

・神田地域、大手町・丸の内・有楽町地域を中心とした661.3haを指定
・一時預かり駐車場などは、平成14～29年で約19,500台分増加

路上駐車台数の変化（／）

H10 H29 増減率（％）
路上駐車台数（台） 8,800 2,600 ー70.5

うち違法駐車台数（台） 6,400 1,900 ー70.3

108,142 

71,806 

72,368 

64,749 

58,470 

58,447 

81,500 
70,330 

61,075 

49,554 47,708 

54,183 

67,889 65,014

51,977
46,214

41,219

47,713

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

桜田門 岩本町 三宅坂 大手門 半蔵門 九段下

H10 H20 H28(台)

※当該日の午前7時～午後7時における四輪以上及び二輪の合計とし、当該年に調査が行われていない箇所は翌年に実施された調査の数値とする

主要交差点における自動車交通量の推移（千代田区行政基礎資料集／千代田区）
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駐車場整備計画に係る地域ルール策定に関する要綱（H16.2）

駐車場整備地区内で駐車場整備計画に記載がある場合、地域ルールが策定可能に

大手町・丸の内・有楽町地区地域ルール（H18.9）
：大手町・丸の内・有楽町地区駐車環境対策協議会

高度に発達した公共交通網と駐車場需要実態などを背景に、附置義務駐車場整備
の特例に関する地域ルールを策定

都市再生緊急整備地域（研究中）

改正都市再生特別措置法（H30.7）に基づく都市再生駐車施設配置計画により、
地域ルールが策定可能に

千代田区の駐車場整備計画に係る地域ルール



自動車専用レーンの分布（／）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

開発事業にあわせた自転車駐車場の設置 大手町一丁目

・平成10～26年で自転車2,294台分、原付142台分の区営自転車駐車場を整備
・主要駅周辺における放置自転車台数は増加傾向
・開発事業にあわせて自転車駐車場の確保を推進

自転車駐車場の整備（環境まちづくり部資料／千代田区）
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地域福祉交通「風ぐるま」

運行ルート・バス停（平成30年）（環境まちづくり部資料／千代田区）
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この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

年代別利用頻度（平成○年）（／）

年代別利用目的（平成○年）（／）



・平成26年度より実証実験が開始したコミュニティサイクル「ちよくる」は、約
１年で累計会員数が14,000人超

・平成30年４月から東京都内９区での乗り入れ実験が開始

コミュニティサイクル「ちよくる」
（千代田区コミュニティサイクル事業実証実験に係る効果検証・調査業務報告書）

ポート 紀尾井町
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ポートの分布（千代田区コミュニティサイクルちよくるＨＰ）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

ポート
箇所数

公有地
行政施設等 16
公園・児童遊園 12

道路 7

民有地
公開空地 13

その他 22

合計 ー 70

登録者数・利用回数・回転率の推移（／）

ポートの設置 ポート箇所数（／）



H13 H29 増減率

区道（幅員11m以上）（％） 64.0 68.6 ＋4.6

国道（％） ー 100.0 ー

都道（％） ー 概ね98 ー

電線類地中化率の変化（環境まちづくり部資料／千代田区）

・区道（幅員11m未満）は、開発事業にあわせて推進

歩道整備延長の変化（環境まちづくり部資料／千代田区）

H10 H29 増減率（％）
歩道整備延長（m） 50,209 56,233 ＋12.0

歩道要防護柵等
整備延長（m）

26,293 36,426 ＋38.5

±

0 200 400 600 800 1,000
ｍ

凡例

歩道が整備されている区道（幅員11ｍ以上）

幅員11ｍ以上の区道

歩道が整備されている区道の分布（幅員11m以上）
（千代田区統計図説／千代田区より引用）
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歩行空間のネットワーク化の推進

歩行空間の賑わい創出の取り組み

エリアマネジメント組織などによる歩行空間の活用
丸の内仲通り

・秋葉原駅では、土地区画整理事業によって東西の歩行者動線を創出し、円滑な
歩行者ネットワークを拡大

・大手町－神田地域の回遊性の向上を図るため、人道橋の整備を推進



緑被の分布（平成22年）（千代田区緑の実態調査及び熱分布調査／千代田区）

４.３.緑と水辺の整備 ～緑と水辺を守り、つくり、つなげ、より身近なものに～
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皇居等をはじめ、他区と比較しても充分な量の緑・水辺空間が既に形成されていたが、制度等の創設を背景に、さらなる緑化の推
進、連たん性の創出など、質を向上させる取り組みを行ってきました。

緑被率（％）

H15 H22 増減率

番町地域 20.0 19.7 ー0.3

富士見地域 40.0 41.5 ＋1.5

神保町地域 4.4 5.2 ＋0.8

神田公園地域 2.7 2.6 ー0.1

万世橋地域 4.9 4.5 ー0.4

和泉橋地域 2.0 2.2 ＋0.2

大手町・丸の内・ 有楽町・永田町地域 19.7 20.7 ＋1.0

千代田区 20.4 21.0 ＋0.7

緑被率の変化（千代田区緑の実態調査及び熱分布調査／千代田区）

隼町
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麹町六丁目

神田美倉町

神田紺屋町

神田紺屋町

神田富山町

北の丸公園

神田岩本町

神田平河町

神田花岡町

神田相生町
神田和泉町

神田松永町

神田練塀町

内幸町一丁目

霞が関三丁目

有楽町二丁目
有楽町一丁目

霞が関一丁目

霞が関二丁目

丸の内三丁目

永田町二丁目

永田町一丁目

丸の内二丁目

平河町二丁目

平河町一丁目
丸の内一丁目

大手町二丁目

大手町一丁目

鍛冶町一丁目
神田西福田町内神田一丁目

九段南四丁目

内神田二丁目

一ツ橋一丁目

神田北乗物町

内神田三丁目

九段南三丁目

神田東紺屋町

岩本町一丁目

神田美土代町

鍛冶町二丁目

九段南二丁目 岩本町二丁目九段北四丁目

一ツ橋二丁目

神田東松下町 東神田一丁目
九段南一丁目九段北三丁目

九段北二丁目

東神田二丁目

岩本町三丁目

東神田三丁目

九段北一丁目

西神田三丁目
富士見一丁目

猿楽町一丁目
外神田一丁目

西神田二丁目
飯田橋一丁目

西神田一丁目
飯田橋二丁目

猿楽町二丁目

富士見二丁目

三崎町一丁目
飯田橋四丁目 三崎町二丁目

三崎町三丁目

飯田橋三丁目
外神田四丁目

外神田三丁目

外神田二丁目

外神田五丁目

外神田六丁目

内幸町二丁目

神田錦町三丁目

神田錦町一丁目

神田錦町二丁目
神田司町二丁目

神田多町二丁目

神田佐久間河岸

神田鍛冶町三丁目

神田小川町二丁目

神田小川町一丁目

神田淡路町一丁目
神田小川町三丁目

神田須田町二丁目

神田神保町三丁目

神田駿河台三丁目

神田須田町一丁目

神田神保町二丁目

神田神保町一丁目

神田淡路町二丁目神田駿河台一丁目

神田駿河台四丁目

神田駿河台二丁目

神田佐久間町四丁目
神田佐久間町三丁目
神田佐久間町二丁目

神田佐久間町一丁目

±

0 200 400 600 800 1,000
ｍ

凡例

緑被分布データ

樹木地

草地

屋上緑化（樹木地）

屋上緑化（草地）

水面

制度等の創設

H7 H22
身近な緑地面積（ha） 約26 約46

緑被率（％） 19 21

大経木（本） 655 ー（調査中）

主要指標の変化（千代田区緑の実態調査及び熱分布調査／千代田区）

＜緑＞

・13地区の地区計画において、緑化率の最低限度を定める建築制限を運用（平成
29年12月現在）

・「千代田区緑化推進要綱（H10.10）」による緑化指導や開発事業にあわせた緑
化の誘導

＜水辺＞

・「水辺を魅力ある都市空間に再生する条例（H27.3）」により、防災船着き場
の弾力的な運用を図るとともに、国土交通省などと連携して都市河川における
舟運実証実験を実施するなど、水辺に触れる機会を創出



屋上緑地面積率の変化（千代田区緑の実態調査及び熱分布調査／千代田区）

屋上緑地面積率（％）

H15 H22 増減率

番町地域 0.49 0.53 ＋0.04

富士見地域 0.29 0.24 ー0.05

神保町地域 0.35 0.58 ＋0.23

神田公園地域 0.29 0.28 ー0.01

万世橋地域 0.51 0.16 ー0.35

和泉橋地域 0.20 0.27 ＋0.07

大手町・丸の内・ 有楽町・永田町地域 0.56 0.80 ＋0.24

千代田区 0.41 0.47 ＋0.06
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歩道緑地帯設置延長の変化（特別区土木関係現況調書／公益財団法人特別区協議会）

接道部緑化延長の変化（千代田区緑の実態調査及び熱分布調査／千代田区）

接道部緑化延長（m）
増減率（％）

H15 H22

番町地域 10,494 11,166 ＋06.4

富士見地域 7,950 9,369 ＋17.8

神保町地域 4,148 4,916 ＋18.5

神田公園地域 2,954 3,234 ＋09.5

万世橋地域 2,311 2,748 ＋18.9

和泉橋地域 1,573 2,093 ＋33.1

大手町・丸の内・ 有楽町・永田町地域 10,424 12,981 ＋24.5

千代田区 39,855 46,507 ＋16.7

H10 H29 増減率（％）
区道沿道の
歩道緑地帯設置延長（ｍ）

9,949 14,349 ＋44.2

街路樹の変化（特別区土木関係現況調書／公益財団法人特別区協議会）

H10 H29 増減率（％）

区道沿道の街路樹（本） 5,102 5,023 ー0.02
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１人あたり公園面積の変化
（特別区土木関係現況調書、東京都の人口／特別区協議会、東京都）

H10 H29 増減率（％）

公園面積（㎡） 1,696,046 1702,944 ＋00.4
区立公園及び
児童遊園面積（㎡）

73,045 111,604 ＋52.7

１人当たり公園面積
（人／㎡）

48.58 28.24 ー41.9

＜参考＞ 他区との比較（平成29年）（特別区土木関係現況調書／公益財団法人特別区協議会）

・道路や公園、「区の花さくら再生事業」をはじめとした公共施設等の一部を、
町会、企業、地域団体などで維持管理するアダプトシステムの促進を通じて、
緑化の普及啓発を推進

・現在、アダプト団体は24団体

アダプトシステムの促進（平成29年）（／）



千鳥ヶ淵緑道

緑道の整備

大手町川端緑道

開発事業にあわせた緑・水辺空間の創出

河川沿いの緑と賑わいの空間 大手町地区（歩行者専用道路）
（土地区画整理事業、都市再生特別地区、第一種市街地再開発事業）

「いきもの」と「まち」の共生に資する緑地 神田駿河台三丁目９地区
（都市再生特別地区）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号
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緑・水辺空間の連たん（千代田区まちづくりグランドデザイン／千代田区）

四季の移ろいを感じる自然度の高い空地 大手町一丁目６地区
（都市再生特別地区）

親水性が高く水質浄化に資する空地 大手町一丁目１地区
（都市再生特別地区）
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＜参考＞ 区部における総合危険度の変化（地震に関する地域危険度測定調査報告書／東京都より引用）

４.４.防災まちづくり ～災害に強く、安心・安全に暮らせるまちに～

市街地再開発事業や都市開発諸制度等をはじめとした開発事業に加え、各種計画等の策定、防災備蓄倉庫の充実、帰宅困難者対策
や災害弱者対策、防災訓練の実施などにより、防災・減災力の高いまちづくりを進めてきました。



構造 棟数（棟）
木造 195
防火造 1,514
合計 1,709

木造建築物等の分布（平成25年）（千代田区木造建築物実態調査／千代田区）

街区を貫通する通路の確保 四番町
（総合設計）

耐震化率・不燃化率の変化
（住宅・土地統計調査（平成25年）／総務省、
千代田の土地利用2018／千代田区、千代田区耐震改修促進計画／千代田区）
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耐震化率（％）

H8（*H10・**H19） 最新値 増減率

耐
震
化
率

住宅* 57.8 88.5 ＋30.8

民間特定建築物** 78.9 88.1 ＋09.2

区所有公共建築物** 87.0 96.6 ＋08.6

特定緊急輸送道路沿道 ー 55.0 ー

不燃化率 92.2 95.6 ＋03.4

開発事業に伴う防災性の向上

市街地再開発事業に伴う細街路の解消 平河町二丁目
（高度利用地区、第一種市街地再開発事業、総合設計）



＜全般＞

・「千代田区災害対策基本条例（H18.3）」により、自助・協助・公助の考え方
に基づき、総合的な災害対策に取り組んでいくための基本的方向を提示

・「地域防災計画」においては、災害対応を時系列で示した事前行動計画、災害
時の応急・復旧対策計画、マンション防災計画、事業者の事業継続計画
（BCP）の策定を推進

・大手町・丸の内・有楽町地区では、都市再生法特別措置法に基づき、都市防
災機能を強化して、安全確保を目指した取り組みを推進するため、「大手町・
丸の内・有楽町地区都市再生安全確保計画（H27.3）」を策定
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H10（*H15） H29

団体 受入可能数（人） 団体 受入可能数（人）

帰宅困難者対策
地域協力会設立

なし ー 4 ー

帰宅困難者受入協定* 1 721 62 35,500

主要災害救援物資の備蓄倉庫
H10 H30

箇所数 40 64
床面積（㎡） 1,656 3,372

防災備蓄倉庫の充実（千代田区行政基礎資料集／千代田区）

帰宅困難者対策（環境まちづくり部資料／千代田区）各種計画等の策定

＜震災対策＞

・区有施設等における災害対策用物資の備蓄の充実を図るとともに、民間による
開発事業などに際して防災備蓄倉庫の設置や提供を要請

・平時には防災訓練などを通じて地域防災力の向上に取り組み、大規模震災発生
時には区と連携して支援する、「帰宅困難者対策地域協力会」の設置を推進

・帰宅困難者の一時的な滞在場所確保のため、民間事業者などと帰宅困難者受入
協定を締結

防災訓練の実施

・発災日時によっては、区職員の現地到着が遅れることも想定されるため、区民
が自主的に判断し、自らの手で避難所を開設できるよう避難所防災訓練を実施

・地域防災組織、消防署、消防団、警察署、千代田区などが参加する地区別防災
訓練を実施

・地域防災組織のリーダーの育成や学生ボランティアとの連携強化を推進

・区道等における雨水流出抑制とともに、「千代田区雨水流出抑制施設設置に関
する指導要綱（H6.12）」において、民間施設に設置を指導し、降雨による水
害の軽減や水資源の循環化を推進

・水防法の改正（H25.6）により、浸水想定区域内の地下街や洪水時に利用者の
円滑かつ迅速な避難の確保が必要な一定の施設を「地域防災計画」で指定

＜水害対策＞

・「東京都震災復興マニュアル（H15.3）」に準拠して、区の震災復興マニュア
ルを策定（H21）し、震災後の都市復興の手順を整理（東京都震災復興マニュ
アルの修正（H28.3）には未対応）

・個人情報の提供に同意している災害時要援護者の名簿を町会、民生・児童委員、
消防署、警察署、社会福祉協議会に提供し、平常時には地域の見守り活動に、
災害時には救援・安否確認に活用するなど、防災施策との連携を図った救援・
救護体制づくりを推進

災害弱者対策（千代田区行政基礎資料集／千代田区）

H20 H28

災害時要援護者（人） 1,135 4,035

※災害時要援護者とは、乳幼児・妊産婦・一人暮らし高齢者・要介護者・障害者・腎透析患者・在宅難病療養者・外国人などを指す



４.５.福祉のまちづくり ～だれもが暮らしやすく、活動しやすいまちに～
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まちのバリアフリー化の推進、子育て支援施設や高齢者・障害者福祉施設の充実、福祉コミュニティの形成などにより、多様な
人々が暮らしやすく、交流できるまちづくりを進めてきました。

まちのバリアフリー化

・「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新
法）（H18.12）」に基づき、不特定多数が利用する特定建築物や移動等の円滑
化が特に必要な特別特定建築物における移動円滑化基準への適合を推進

・ 「東京都福祉のまちづくり条例」及び「千代田区福祉のまちづくりに係る共同
住宅整備要綱（H11.3）」に基づき、建物の移動経路などを整備基準に適合さ
せるよう指導・助言を推進

・「千代田区バリアフリー整備基本構想（H15.3）」により、鉄道事業者、道路
管理者、交通管理者が一体となって、だれもが安心して快適に移動できるまち
の形成を推進

・歩道のセミフラット化による歩道と車道の段差解消、連続した平坦性の確保、
電線類地中化によるバリアフリー歩行空間の整備など、開発事業と連携したバ
リアフリールートの創出を推進

貫通通路・バリアフリールートを設けた空地
平河町二丁目東部南地区

（高度利用地区、第一種市街地再開発事業総合設計）

街区と駅をつなぐ歩行空間 神田淡路町二丁目西部地区
（都市再生特別地区、第一種市街地再開発事業）

神田駿河台四丁目６地区
（都市再生特別地区）



子育て支援施設の整備
（環境まちづくり部資料／千代田区、ちよだインフォメーション2017／千代田区）

・平成10年以降、区立こども園２箇所（定員359名）、私立保育所８箇所（定員
688名）、認証保育所10箇所（定員315名）などが整備され、保育施設定員が
増加（平成30年４月現在、区内保育施設定員は約2,300名）

・保育需要増大への緊急対応として、児童遊園を保育園敷地として活用すること
を検討

・児童館や学童クラブの整備など、子どもを育む環境の充実を推進
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区分 施設 定員（名） 開設 所在地

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

一番町特別養護老人ホーム 82 H7.5.1 一番町12

特別養護老人ホーム
かんだ連雀

59 H16.4.1
神田淡路町
2-8-1

小規模特別養護老人ホーム
ジロール麹町

24 H22.8.1 麹町2-14-3

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

グループホームいわもと 9 H15.10.1
岩本町
2-15-3

グループホーム
ジロール神田佐久間町

9 H16.7.1
神田佐久間町
3-16-6

グループホーム
ジロール麹町

18 H22.8.1 麹町2-14-3

ケアハウス
（軽費老人ホーム）

ケアハウスいわもと 20 H15.10.1
岩本町
2-15-3

ケアハウス神田紺屋町 20 H27.12.1 神田紺屋町37

特別施設入居者生活介護
（有料老人ホーム）

シンセリティ千代田一番町 71 H26.12.1 一番町11-3

高齢者福祉施設の整備
（東京都保健福祉局ＨＰ／東京都、環境まちづくり部資料／千代田区）

障害者福祉施設の整備
（東京都保健福祉局ＨＰ／東京都、環境まちづくり部資料／千代田区）

施設 機能 定員（名） 開設 所在地

障害者福祉センター
えみふる

地域活動支援センター事業
（生活介護事業、機能回復訓練、
健康相談、療浴サービス等）

ー
H22.1.1

神田駿河台
2-5ショートステイ 2

グループホーム 4

みさきホーム グループホーム 4 H18.10.1
三崎町
2-10-10

多様な人々の交流の場・機会

・ともに支えあう“ちよだの福祉コミュニティ”づくりを目的に、町会・ボラン
ティア・NPO・企業など、千代田の福祉を支える団体が集う福祉まつりを開催



４.６.景観づくり ～まちの個性や魅力を活かした、愛される景観に～
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江戸城遺構を活かした新たな眺望空間 紀尾井町南地区
（再開発等促進区を定める地区計画）

歴史的建造物を活かした賑わいの空地 丸の内２－１地区
（都市再生特別地区）

H10 H29

景観まちづくり条例に基づく
事前協議届出件数（件）

61 258

景観上重要な建築物の新築などに対する景観指導、景観まちづくり重要物件の指定、各種計画等の策定、開発事業を契機とした景
観資源の保存・活用などにより、まちの風格や歴史性を継承する景観づくりを行ってきました。

景観指導（／）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

景観まちづくり重要物件の指定（平成29年）
（千代田区行政基礎資料集／千代田区）

・建築物等37棟、橋梁19本を指定（平成20年以降、新たな指定実績なし）
・景観まちづくり重要物件に指定された物件の保存等に必要な工事を行う際に、
専門家の派遣や工事費の一部助成などによる支援を実施

開発事業を契機とした景観資源の保存・活用

各種計画等の策定

・「千代田区都市景観形成方針（H5.6）」において、10界隈を設定し、界隈ごと
の個性を活かした基本的な景観まちづくりの方針を提示

・景観まちづくりの目標や基本方針を示した総合的な計画「景観形成マスタープ
ラン（H10.1）」や、景観マスタープランの基本方針に関わるキーワードをま
とめた「景観形成マニュアル（H10.3）」、皇居周辺を中心とした秩序ある都
市景観を形成するための「美観地区ガイドプラン（H14.7）」を活用し、関係
主体との対話と協働のもとに景観まちづくりを推進



各種区有施設における整備状況（平成29年現在）
（環境まちづくり部資料／千代田区）

箇所数 施設 竣工 規模 備考

雨水利用施設 18 ー ー ー ー

リサイクル施設 6 ー ー ー ー

太陽光エネルギー
利用施設

22 ー ー ー ー

コージェネレーション
導入施設

5

いきいきプラザ一番町 H7.3 96kw × 2 休止中

麹町中学校 H24.1 35kw × 2 ー

神田一ツ橋中学校 H26.8 25kw × 2 ー

かがやきプラザ
（九段坂病院と合築）

H27.11 25kw ×１ 休止中

麹町保育園 H28.4 9.9kw ー

透水性舗装整備延長の変化（特別区土木関係現況調書／公益財団法人特別区協議会）

H10 H29 増減率（％）

透水性舗装（㎡） 125,076 125,076 ±0.0

各種制度等の制定

・CO2削減など地球温暖化対策に資する事業に必要な財源を確保するため、平成
26年度より環境対策基金を設置（平成29年度末の積立金現在高は約69.7億円）
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４.７.環境と調和したまちづくり ～次世代に継承する、地球環境に配慮したまちに～

環境保全を促す各種制度等の制定・活用、環境保全に資する施設・設備の整備により、CO2排出量の削減、大気汚染・水質の改
善、ヒートアイランド現象緩和などが達成され、環境と調和したまちづくりが実現しています。

建築物環境事前協議制度の活用（／）

H28.10～ H29

事前協議件数（件）
（延床面積300㎡以上）

60 77

・2020年までに区内のCO2排出量を1990年比で25％削減することを中期対策目
標として定めた「千代田区地球温暖化対策条例（H20.1）」を自治体で初めて
施行

・低炭素社会の実現に向けて先導的役割を果たしていく自治体として「環境モデ
ル都市」に選定（H21.1）され、高水準な建物のエネルギー対策の推進、まち
づくりの機会と場を活かした面的対策の推進、地域連携の推進という３つの柱
で取り組みを推進

・区独自の環境マネジメントシステム「千代田エコシステム（CES）（H21.4）」
を導入し、環境配慮行動を促進

・「千代田区建築物環境計画書制度（H22.10）」により、一定規模以上の建築物
の新築・増改築に際して、計画の初期段階から区と事前協議を行う取り組みを
実施

・「千代田区温暖化配慮行動計画書制度（H23.10）」により、事業者の優良な取
り組みを表彰して、温暖化配慮行動の普及に貢献

環境対策基金の設置
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資源化率の推移（清掃事業年報／東京二十三区清掃一部事務組合）CO2排出量の推移（千代田区ＨＰ）

※1990年度のCO2排出係数で固定した場合の推移を示す

※当該年度の調整後排出係数を使用した場合を示す



環境基準 H10 H15 H20 H25 H29
二酸化硫黄（ppm）

１時間値の１日平均値が0.04ppm以下かつ
１時間値が0.1ppm以下 0.006 0.004 0.002 0.001 0.001

二酸化窒素（ppm）
１時間値の１日平均値が0.04pmから
0.06ppmのゾーン内またはそれ以下 0.036 0.031 0.032 0.027 0.021

一酸化窒素（ppm） ー 0.023 0.015 0.025 0.016 0.008

一酸化炭素（ppm）
１時間値の１日平均値が10ppm以下かつ
１時間値の８時間平均値が20ppm以下 0.600 0.500 0.300 0.400 0.200

浮遊粒子状物質
（mg/m3)

１時間値の１日平均値が0.10mg/m3以下
かつ１時間値が0.20mg/m3以下 0.037 0.032 0.022 0.021 0.018

光化学オキシダント
（ppm）

１時間値が0.06ppm以下

0.023 0.018 0.020 ー ー

オキシダント
（ppm）

ー ー 0.020 0.021 0.025

窒素酸化物（ppm） ー ー ー 0.057 0.043 0.028
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大気汚染物質の推移（千代田区の環境／千代田区） 水質の推移（千代田区の環境／千代田区）

公害関係苦情受付件数の推移（公害苦情統計調査／東京都）

基準値達成

基準値未達成

環境基準 H10 H15 H20 H25 H29

神
田
川

飯
田
橋

水素イオン濃度 6.5以上8.5以下 7.0 7.1 7.2 7.3 7.3 
溶存酸素量（mg/l） 5mg/l以上 7.0 6.7 7.6 7.4 6.0 
生物化学的酸素要求量（mg/l） 5mg/l以下 2.2 1.2 1.2 2.9 2.3 
化学的酸素要求量（mg/l） ー 7.5 7.1 5.2 7.1 6.5 
浮遊物質量（mg/l） 50mg/l以下 3.0 2.0 3.0 2.0 2.0 

昌
平
橋

水素イオン濃度 6.5以上8.5以下 6.9 7.2 7.2 7.3 7.3 
溶存酸素量（mg/l） 5mg/l以上 5.6 5.3 6.6 6.8 5.7 
生物化学的酸素要求量（mg/l） 5mg/l以下 1.8 1.9 1.2 1.5 1.4 
化学的酸素要求量（mg/l） ー 7.2 6.8 4.8 5.9 5.3 
浮遊物質量（mg/l） 50mg/l以下 4.0 3.0 4.0 2.0 1.0 

左
衛
門
橋

水素イオン濃度 6.5以上8.5以下 6.9 7.2 7.2 7.3 7.3 
溶存酸素量（mg/l） 5mg/l以上 5.2 4.5 5.8 6.7 5.3 
生物化学的酸素要求量（mg/l） 5mg/l以下 2.3 3.7 1.2 1.3 1.8 
化学的酸素要求量（mg/l） ー 6.3 6.9 4.3 6.2 5.6 
浮遊物質量（mg/l） 50mg/l以下 6.0 4.0 3.0 3.0 1.0 

日
本
橋
川

堀
留
橋

水素イオン濃度 6.5以上8.5以下 6.9 7.1 7.2 7.3 7.3 
溶存酸素量（mg/l） 5mg/l以上 5.9 5.7 6.5 6.9 5.1 
生物化学的酸素要求量（mg/l） 5mg/l以下 1.9 1.8 1.2 1.7 2.1 
化学的酸素要求量（mg/l） ー 6.7 6.4 5.2 6.8 6.4 
浮遊物質量（mg/l） 50mg/l以下 6.0 4.0 4.0 2.0 2.0 

常
盤
橋

水素イオン濃度 6.5以上8.5以下 6.9 7.1 7.2 7.4 7.4 
溶存酸素量（mg/l） 5mg/l以上 3.7 3.3 5.1 5.0 4.1 
生物化学的酸素要求量（mg/l） 5mg/l以下 1.7 1.9 1.3 1.4 1.4 
化学的酸素要求量（mg/l） ー 6.0 6.2 4.3 6.3 5.6 
浮遊物質量（mg/l） 50mg/l以下 9.0 4.0 4.0 2.0 2.0 

そ
の
他

牛
込
橋
（
濠
）

水素イオン濃度 6.5以上8.5以下 7.8 8.0 8.2 8.0 8.3 
溶存酸素量（mg/l） 5mg/l以上 9.0 7.9 9.7 8.3 9.5 
生物化学的酸素要求量（mg/l） 5mg/l以下 10.0 17.0 6.1 5.0 7.2 
化学的酸素要求量（mg/l） ー 12.0 46.0 9.0 10.0 12.0 
浮遊物質量（mg/l） 50mg/l以下 25.0 98.0 22.0 17.0 24.0 

基準値達成

基準値未達成
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熱分布の変化（千代田区緑の実態調査及び熱分布調査／千代田区より引用）
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・13箇所・約165haのエリアで導入

地域冷暖房供給エリア（平成29年現在）
（東京都ＨＰ、千代田区地域エネルギーデザイン／千代田区より引用）

地域冷暖房供給区域別延床面積・建物件数
（／）

１次エネルギー消費量（千代田区地域エネルギーデザイン／千代田区より引用）

※地域冷暖房とは、冷暖房や給湯などを複数の建物で一体的に行うシステムを指す
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地中熱利用ポテンシャル

未利用・再生エネルギーポテンシャル
（千代田区地域エネルギーデザイン／千代田区より引用）

冷房排熱（ビル排熱）利用ポテンシャル

下水熱利用ポテンシャル 地下鉄排熱利用ポテンシャル



403.0
551.9

829.5

1,152.5

1,515.5

1,709.0

1,998.9

2,626.2
2,731.2

2,373.2

2,042.7
1,738.8

1,460.6

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

3,000.0

0

250,000

500,000

750,000

1,000,000

1,250,000

S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

昼間人口 昼夜間人口比率(人)

953,833 937,990 

888,149 
876,172 

837,974 

957,138

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

H3 H8 H13 H18 H24 H26

(人)

４.８.土地利用 ～きめ細かい土地利用を進め、住と職の調和したまちに～
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千代田区は、６万人超の夜間人口とともに、85万人超の昼間人口が集積し、他区と比較して非常に高い昼夜間人口比率を誇りま
す。こうした中、きめ細かなまちづくりによって、住機能の誘導と住宅・業務・商業の調和を図ってきました。

従業者数の推移（事業所・企業統計調査／総務省、経済センサス／総務省）昼間人口・昼夜間人口比率の推移（国勢調査／総務省）



用途地域 容積率 面積（ha） 小計（ha） 割合（％） 合計

第１種住居地域

300％ 291.5

367.3 31.6

1,164.0

400％ 74.8

500％ 1.0

第２種住居地域

300％ 17.3

84.1 7.2400％ 59.0

500％ 7.8

商業地域

400％ 2.2

712.6 61.2

500％ 234.5

600％ 150.5

700％ 110.7

800％ 77.5

900％ 54.8

1000％ 1.1

1200％ 6.0

1300％ 75.3

用途地域別土地利用面積（環境まちづくり部資料／千代田区）
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種類別土地利用面積の推移（土地利用現況調査／東京都都市整備局）

土地利用現況図（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）

288.2 

289.0 

292.0 

296.7 

281.9 

307.6 

300.2 

308.0 

311.2 

289.1 

61.6 

51.8 

50.1 

52.9 

40.7 

14.0 

30.1 

25.1 

12.8 

28.0 

94.1 

93.8 

90.9 

88.1 

85.4 

781.7 

783.5 

781.3 

749.6 

0 200 400 600 800

H28

H23

H18

H13

H8

公共用地 商業用地 住宅用地 未利用地 その他

(ha)

781.6

低未利用地の状況（平成28年４月）（千代田区公有財産白書／千代田区）

・区有地の23箇所・34,846㎡



1,989 1,746 
2,063 

4,650 4,867 

3,675 

4,936
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0

3,500

7,000
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着工 滅失（㎡／棟）
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2,123 1,909 

2,537

1,292 
839 511 443 579 484 549

16,974 

12,743 

3,924 4,085 

6,175 

4,726 

6,1758,245 5,846 

1,806 1,621 
2,595 

1,973 
2,603

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H1 5 10 15 20 25 30

住宅地（千代田区） 住宅地（特別区部） 商業地（千代田区） 商業地（特別区部）（円／㎡）

373 
402 

369 

258 

173 
130 130 

219 
183 167 181 

201 
231 

212 

158 
198 

166 
195 

129 
157 161 178 165 161 

201 
166 

206
165

-338 

-258 
-230 

-203 

-145 

-92 -76 

-130 -117 

-61 -68 -71 
-102 -100 -88 

-108 
-87 

-110 

-57 -44 
-88 

-38 

-92 -85 
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-400

-200

0

200

400
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建築物着工・減失棟数の推移（東京都統計年報／東京都）地価平均公示価格の推移（地価公示／国土交通省）

建築物着工・滅失床面積の推移（東京都統計年報／東京都）



地区 施工者 区域面積（ha） 進捗状況

飯田橋地区 東京都 2.3 S59完了

有楽町駅前第１地区 組合 1.5 H19完了

有楽町駅前第２地区 組合 0.3 S55都市計画決定

麹町四丁目 個人 0.4 H4完了

西神田三丁目北部東地区 組合 0.9 H10完了

神保町一丁目南部地区 組合 2.5 H15完了

西神田三丁目北部西地区 組合 0.9 H16完了

富士見二丁目北部地区 組合 1.0 H20完了

霞が関三丁目南地区 個人 3.1 H19完了

平河町二丁目東部南地区 組合 0.7 H21完了

大手町一丁目地区 個人 1.3 H21完了

大手町一丁目第２地区 個人 1.4 H24完了

淡路町二丁目西部地区 組合 2.2 H25完了

飯田橋駅西口地区 組合 2.5 H26完了

大手町一丁目第３地区 個人 1.1 H28完了

大手町二丁目地区 個人 2.0 H30完了

神田練塀町地区 組合 0.5 事業中

大手町二丁目常盤橋地区 個人 3.1 事業中

地区計画
一般型 19
一般型＋街並み誘導型 3

街並み誘導型＋用途別容積型（千代田区型） 12
再開発等促進区を定める地区計画 4
合計 38地区・約504.1ha
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都市再生の進展

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

まちづくりの動向（平成28年度千代田区都市計画マスタープラン成果検証支援業務／千代田区より引用） 地区計画の検討（平成30年）（千代田区HP／千代田区）

建築協定の締結（平成30年）（環境まちづくり部資料／千代田区）

・１箇所（内幸町一丁目）

市街地再開発事業の実施（平成30年）（東京都ＨＰ／東京都）

52



都市開発諸制度等による空地の創出（平成30年）（東京都ＨＰ／東京都）
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-H9 -H30
空地面積（㎡） 都市開発諸制度等 創出空地面積（㎡） 割合（％）

193,260

再開発等促進区を定める
地区計画

64,658 14.3

特定街区 86,926 19.2

高度利用地区 13,375 3.0
総合設計（都） 184,438 40.8
総合設計（区） 5,542 1.2
都市再生特別地区 70,108 15.5

地区計画による担保 27,350 6.0

合計
452,397

H9の約2.3倍

夜間の街並みを演出する空地 神田錦町三丁目
（総合設計）

官公庁施設の公開性を高める空地 霞が関三丁目南地区
（再開発等促進区を定める地区計画、第一種市街地再開発事業）

国際的な中枢業務拠点の整備・機能更新

大手町連鎖型都市再生プロジェクト 大手町一丁目
（土地区画整理事業、都市再生特別地区、第一種市街地再開発事業）

・「風格ある首都東京の顔」として、東京駅丸の内口周辺を整備
・都市再生緊急整備地域の指定、都市再生特別地区の指定、市街地再開発事業等
により、国際的中枢業務拠点の整備や大手町連鎖型都市再生プロジェクトなど
が進展

・開発にあわせた地域貢献として、回遊性のある都市空間の形成、商業・文化・
交流・宿泊等の多様な機能の導入による賑わいの創出、災害対応力の向上など
様々な取り組みを促進



５．千代田区の現状・動向
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63

65

土地利用・建物利用

土地利用現況

用途地域

指定平均容積率

容積消化率

平均敷地面積

建物現況

中高層化率

建築年代
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● 土地利用現況

区部（平成28年）（東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都より引用） 千代田区（千代田の土地利用／千代田区より引用）

土地利用・建物利用

平成13年

平成28年



宅地

57.9％

その他

1.2％

公園等

6.9％

未利用地等

1.2％

道路等（道路）

27.3％

水面

5.6％

千代田区
57.9

43.9

70.1

55.3

59.7

68.0

58.4

1.2

1.6

1.7

3.8

4.6

3.2

4.2

6.9

4.7

7.3

6.7

5.7

5.7

6.5

1.2

3.6

1.1

1.2

1.4

1.5

2.4

27.3

29.7

19.4

25.3

23.6

17.9

22.0

1.9

0.9

5.6

16.5

0.4

7.2

4.9

0.9

4.8

0.3

0.1

0.4

0.7

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千代田区

中央区

文京区

墨田区

荒川区

世田谷区

区部

宅地 その他 公園等 未利用地等 道路等（道路） 農用地 水面 森林 原野
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他区との比較

公共

42.8％

商業

45.7％

住宅

9.1％

工業

2.4％
千代田区

42.8

14.3

26.6

12.5

16.6

14.1

15.5

45.7

56.0

17.0

22.4

16.1

9.6

15.6

9.1

24.4

53.6

48.9

55.0

74.7

60.2

2.4

5.3

2.8

16.2

12.2

1.6

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千代田区

中央区

文京区

墨田区

荒川区

世田谷区

区部

公共 商業 住宅 工業 農業

土地利用比率（平成28年）（東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都）

宅地利用比率（平成28年）（東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都）
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民有地の用途別面積割合（平成28年１月１日）（東京の土地2016／東京都）

住宅地区

13.1％

(478千㎡)

商業地区

86.9％

(3,162千㎡)

千代田区
13.1

33.4

82.9

76.0

83.9

99.5

88.4

86.9

63.6

13.8

6.7

2.9

0.5

6.4

2.9

3.3

17.4

13.3

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千代田区

中央区

文京区

墨田区

荒川区

世田谷区

区部

住宅地区 商業地区 工業地区 その他

行政面積に対する
民有地の割合（％）

34.34

39.16

52.76

51.54

58.18

63.52

53.10

民有地の所有者数及び面積（平成28年１月１日）（東京の土地2016／東京都）

※課税資料より作成している
※民有地面積は評価総地積である（区分所有に係る土地及び免税点未満を含む）
※行政面積は東京都区市町村別面積により作成している（平成27年10月１日現在）／
区部には荒川河口部（1.12k㎡）、中央防波堤埋立地（6.78k㎡）を含む

※端数処理のため、各項の和と表示した計は、必ずしも一致しない

※課税資料より作成している
※面積は評価総地積である（免税点未満を含む）
※区分所有に係る土地を除く
※端数処理のため、各項の和と表示した計は必ずしも一致しない

所有者（人） 面積（千㎡）

個人 法人 合計 個人 法人 合計

千代田区 5,214 3,464 8,678 622 2,900 3,523
60.1％ 39.9％ 17.7％ 82.3％

中央区 8,335 4,424 12,759 764 2,497 3,261
65.3％ 34.7％ 23.4％ 76.6％

文京区 25,792 2,754 28,546 3,336 1,740 5,076
90.4％ 9.6％ 65.7％ 34.3％

墨田区 29,475 3,231 32,706 3,979 2,285 6,264
90.1％ 9.9％ 63.5％ 36.5％

荒川区 24,040 1,842 25,882 3,538 1,738 5,276
92.9％ 7.1％ 67.1％ 32.9％

世田谷区 129,349 6,482 135,831 26,627 6,577 33,203
95.2％ 4.8％ 80.2％ 19.8％

区部 1,177,125 91,838 1,268,963 210,688 89,626 300,313
92.8％ 7.2％ 70.2％ 29.8％

※課税資料より作成
※免税点未満を含む
※区分所有に係る土地を含む
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● 用途地域

区部（平成29年）
（東京都都市計画審議会 第２回土地利用調査特別委員会／東京都より引用）

住居系（ha） 商業系（ha） 工業系（ha）
千代田区 451.4 712.6 ー

うち皇居等除く 191.4 712.6 ー

中央区 129.7 659.2 62.7
文京区 693.4 361.6 76.0

墨田区 78.8 515.1 647.4

荒川区 112.3 214.1 643.7
世田谷区 5,177.2 444.7 58.7
区部平均 1,497.3 464.1 568.7

他区との比較（用途種類別面積）（平成29年４月１日）
（第37回特別区の統計 平成29年版／公益財団法人特別区協議会）

※東京都都市計画用途地域図 平成29年／東京都より作成
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● 指定平均容積率

区部指定平均容積率（平成29年）
（東京都都市計画審議会 第２回土地利用調査特別委員会／東京都より引用）

指定平均容積率（％） 概算容積率（％）
千代田区 560.7 645.3

うち皇居等除く 637.2 ー

中央区 570.5 546.2

文京区 338.0 213.1

墨田区 325.7 197.2
荒川区 325.8 166.8
世田谷区 168.5 107.3

区部平均 256.8 158.5

他区との比較（平成28年１月１日）（東京の土地利用2016／東京都）

※課税資料より作成している
※宅地面積は免税点未満・区分所有土地を含む。建築延床面積は免税点未満を含む
※概算容積率とは、民有宅地（固定資産税の課税宅地）の空間利用の度合いを見るための指標であり、課税宅地面積に対する課税建物の延床
面積の割合をいう

※指定平均容積率は都市整備局資料による（平成28年12月31日現在）／指定平均容積率とは、用途地域を指定した区域において、指定容積
率にそれぞれの面積を乗じた値を集計し、用途地域指定総面積で除した数値である

※用途地域は課税地、非課税地の別なく指定されるため、概算容積率と指定平均容積率とで対象とする区域は一致しない

町丁目別指定容積率（平成28年）
（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）



容積消化率（％）：
概算容積率／指定平均容積率

千代田区 115.1
うち皇居等除く ー

中央区 95.7

文京区 63.1
墨田区 60.5
荒川区 51.2
世田谷区 63.7

区部平均 61.7

他区との比較（平成28年１月１日）（東京の土地利用2016／東京都）

※課税資料より作成している
※宅地面積は免税点未満・区分所有土地を含む。建築延床面積は免税点未満を含む
※概算容積率とは、民有宅地（固定資産税の課税宅地）の空間利用の度合いを見るための指標であり、課税宅地面積に対する課税建物の延床
面積の割合をいう

※指定平均容積率は都市整備局資料による（平成28年12月31日現在）／指定平均容積率とは、用途地域を指定した区域において、指定容積
率にそれぞれの面積を乗じた値を集計し、用途地域指定総面積で除した数値である

※用途地域は課税地、非課税地の別なく指定されるため、概算容積率と指定平均容積率とで対象とする区域は一致しない

町丁目別（平成○年）（／）
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● 容積消化率

区部（平成28年）
（東京都都市計画審議会 第２回土地利用調査特別委員会／東京都より引用）

※東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都より作成
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● 平均敷地面積

平均敷地面積（㎡）

番町地域 782.0
富士見地域 1,225.1
神保町地域 287.5

神田公園地域 213.1
万世橋地域 235.1
和泉橋地域 185.1

大手町・丸の内・有楽町・永田町地域 3,242.2

他区との比較（平成28年）
（東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都）

街区別（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）

平均敷地面積（㎡）
千代田区 609.8

うち公共用地 2,300.0

うち商業用地 367.8
うち住宅用地 329.2

中央区 278.5

文京区 222.8
墨田区 163.3
荒川区 152.4
世田谷区 233.0
区部平均 218.0

地域別（平成○年）
（／）
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● 建物現況

区部（平成28年）（東京の土地利用／東京都より引用）

※宅地の割合が土地利用面積（道路及び水面を除く。）の過半を占める町丁目について、
建物の延べ面積のうち、最大床面積を占める用途を色表示している

千代田区（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）
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他区との比較

建築面積比率（平成28年）（東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都）

延床面積比率（平成28年）（東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都）
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● 中高層化率

（％）
建物棟数
ベース

建築面積
ベース

延床面積
ベース

超高層
（16階以上）

1.4 15.4 38.2

高層
（8～15階）

22.1 38.0 40.4

中層
（4～7階）

42.5 29.8 17.7

低層
（1～3階）

31.1 16.1 3.7

不明 2.8 0.7 0.0

区部（平成28年）
（東京都都市計画審議会 第２回土地利用調査特別委員会／東京都より引用）

※東京の土地利用 平成28年東京都区部／東京都より作成

千代田区（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）
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超高層建築物（60m以上）の分布（建築統計年報／東京都）

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号
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● 建築年代

他区との比較（平成28年１月１日）（東京の土地2016／東京都）

全用途
建物床面積の建築年代別内訳（％） 平均築後年数

（年）-S44 -S54 -H1 -H11 -H21 -H27
千代田区 14.7 14.7 19.4 13.1 25.8 12.2 26.5
中央区 15.8 13.8 18.0 17.2 23.9 11.3 27.2
文京区 10.3 14.7 20.8 23.9 20.9 9.5 26.6
墨田区 12.9 14.2 18.9 22.0 21.0 11.0 26.6

荒川区 13.6 14.2 17.5 21.5 23.7 9.6 26.7
世田谷区 7.8 13.8 19.7 24.2 23.1 11.5 24.4
都心３区 11.8 14.3 18.6 16.6 28.5 10.3 25.5

区部平均 9.9 15.3 19.7 22.2 22.5 10.3 25.8

住宅・
アパート

建物床面積の建築年代別内訳（％） 平均築後年数
（年）-S44 -S54 -H1 -H11 -H21 -H27

千代田区 9.6 17.3 17.0 7.2 35.0 13.9 23.7
中央区 6.8 10.0 12.8 14.6 42.0 13.7 20.9
文京区 10.5 15.8 20.1 19.5 23.0 11.1 26.3

墨田区 12.7 14.7 18.4 19.5 23.9 10.7 26.4
荒川区 12.8 14.4 17.7 20.4 24.4 10.3 26.2
世田谷区 7.4 13.6 20.0 23.9 23.5 11.6 24.2

都心３区 7.5 14.0 14.2 12.9 39.0 12.3 22.1

区部平均 9.2 15.6 19.5 21.2 23.7 10.9 25.3

※課税資料より作成している
※築後年数は、平成28年と建物が完成した年との差である。例えば、平成27年中に完成した建物は、築後１年としている／平均築後年数は、
当該区域内の各建物の床面積と築後年数の積の総和を、当該区域内の各建物の床面積の総和で除した商である
※免税点未満を含む
※端数処理のため、各項の和と表示した計は、必ずしも一致しない
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６.１. 番町地域（サンプル）

歴史・概況

居住

通勤・通学／交流・滞在

土地利用・建物利用

防災

まちづくりの動向

６.２. 富士見地域（作成中）

６.３. 神保町地域（作成中）

６.４. 神田公園地域（作成中）

６.５. 万世橋地域（作成中）

６.６. 和泉橋地域（作成中）

６.７. 大手町・丸の内・有楽町・永田町地域（作成中）
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● 歴史・概況

～江戸

衛星写真（平成24年） 概況図 地域地区等

明治～戦前 戦後

現代（平成28年度千代田区都市計画マスタープラン成果検証支援業務／千代田区より引用）

調整中 調整中調整中

江戸の町割り
（図）
→調整中

調整中

サンプル



年齢人口比率
（住民基本台帳人口／千代田区）
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● 居住

人口推移（各年１月１日）（住民基本台帳人口／千代田区）

在住者の声（千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年６～７月）／千代田区）

12,293

18,988

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H10 H30

（人）

1

1

11

1 0.31
1.72

1.010.40

1.16 0

0.5

1

1.5

2

2.5

3
人口

人口密度

人口増加率昼夜間人口比率

世帯人員

番町地域

千代田区全域 番町地域

人口等
（国勢調査（平成27年）／総務省、土地利用現況調査（平成28年）／東京都、
住民基本台帳人口（平成30年１月１日）／千代田区）

人口：18,988人
区全体を100としたとき
の割合：31.0

お気に入りの場所・好ましくないと感じる場所

在住者（番町地域）のまちづくりに関する主な意見

居住
「住みやすさや落ち着いた街並みの維持」「日用品雑貨店の不足」
「憩いの場や遊び場の設置」「地域交流の促進」
「マナー（自動車・自転車・喫煙・皇居ランナー）の向上」など

基盤
「歩道・自転車専用道路・バイク専用道路の整備推進」
「公共交通機関のサービス向上」など

環境
「緑の不足」
「濠の水質改善」など

千代田区内のお気に入りの場所で番町地域と回答した人の割合：18.2％

・「大手町・丸の内・有楽町・永田町地域」「富士見地域」に次いで第３位
・主な理由は、「住みやすさ」「落ち着いた街並み」「千鳥ヶ淵や皇居周辺の豊
かな自然・歴史」など

千代田区内の好ましくないと感じる場所で番町地域と回答した人の割合：2.0％

・「神保町地域」「大手町・丸の内・有楽町・永田町地域」と同率で最も低い

家族類型別世帯数の推移（国勢調査／総務省）

2,930

3,522

3,869

4,539

268

261

260
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24

31

43

77

2,089

2,682

3,236

4,352

13

5,311

6,496

7,408

9,212

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

H12

H17

H22

H27

核家族世帯 核家族以外の世帯 非親族を含む世帯 単独世帯 不詳 （世帯）
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● 通勤・通学／交流・滞在

通勤人口・通学人口（平成27年）（経済センサス／総務省）

事業所数・従業員数の推移（事業所・企業統計調査／総務省、経済センサス／総務省） 駅別乗車人員（平成28年）（東京都統計年鑑／東京都）

駅 乗車人員数（人／日）
市ヶ谷 180,049
四ッ谷 157,721

麹町 31,485

半蔵門 42,548 

通勤人口内訳 通学人口内訳

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1の地形図を使用して作成したものである。（承認番号）30都市基交第44号

四ッ谷

市ヶ谷

麹町
半蔵門

在勤・在学者の声（千代田区のまちづくりアンケート調査（平成30年６～７月）／千代田区）

お気に入りの場所・好ましくないと感じる場所

千代田区内のお気に入りの場所で番町地域と回答した人の割合：5.9％

・主な理由は、「閑静で落ち着いた雰囲気」「風情ある街並み」など
千代田区内の好ましくないと感じる場所で番町地域と回答した人の割合：2.0％
・「大手町・丸の内・有楽町・永田町地域」と同率で最も低い
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● 土地利用・建物利用

土地利用現況（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）



建物利用の特徴（平成28年）（土地建物現況調査／千代田区）
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建物用途別延床面積の割合（平成28年）
（千代田の土地利用／千代田区）

建物利用現況（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）
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建物階数（平成28年）（千代田の土地利用2018／千代田区より引用）



水害履歴（～平成20年）（千代田区ＨＰ）

建物の建築年代（平成○年）（／）
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● 防災

建物倒壊危険度（平成30年２月）
（地震に関する地域危険度測定調査報告書（第８回）／東京都より引用）

防災 建築年代



６
．
地
域
の
現
状
・
動
向

73

● まちづくりの動向

交通施設

①道路

１）幹線街路（放射街路） （広域）

２）幹線街路（環状街路） （広域）

３）幹線街路（補助線街路）

55（区延長約1,520m／S21決定、S50区移管、S25・S39変更・支線追加／未完成）
55支線1（区延長約80m／S21決定／完成）
64（区延長約1,200m／S21決定、S50区移管／未完成）
148（区延長約1,580m／S39決定、S50区移管／完成）

４）中央官衙街路 ー

５）区画街路 ー

６）特殊街路（歩行者専用道） ー

７）都市高速道路 （広域）

②都市高速鉄道 （広域）

③駐車場 ー

④その他
１）交通広場 ー

２）通路 ー

公園、緑地等の
公共空地

①公園

１）街区公園
2.2.1東郷元帥記念（約0.71ha／S32決定／開設）
2.2.11三番町（約0.07ha／S47決定／未開設）

２）総合公園

5.5.5紀尾井町（約9.1ha／S32決定、S36・S47区域面積変更／一部開設）
5.8.23中央
（約155.92ha／S32決定、S33・S37・S39区域面積変更／一部未開設）

３）風致公園 ー

②緑地 （広域）

供給処理施設
①下水道 （広域）

②地域冷暖房施設 紀尾井町地区地域冷暖房施設（約4.7ha／S63決定）

河川 （広域）

一団地の官公庁施設 霞が関団地（約103ha／S33決定、S39・S43変更、H16 区域変更）

公共及び民間の
役割や条件整備
等の措置

地区計画

紀尾井町地区（H16決定／29.8ha）
六番町奇数番地地区（H16決定／4.2ha）
一番町地区（H17決定／22.6ha）
平河町二丁目東部地区（H18決定、H19変更／7.3ha）
三番町地区（H18決定／20.7ha）
四番町地区（H19決定／9.7ha）
二番町地区（H20決定／12.1ha）
麹町地区（H20決定、H28変更／32.3ha）
紀尾井町南地区（H23決定／4.4ha）

中高層階住居専用地区 第二種中高層階住居専用地区

特例容積率適用地区 ー

都市再生特別地区 ー

市街地再開発促進区域 麹町四丁目地区（S62決定、H4工事完了／0.4ha）

その他 ー

市街地開発事業
土地区画整理事業 ー

市街地再開発事業
平河町二丁目東部南地区第一種市街地再開発事業
（約0.7ha／H18決定、H21竣工）

都市開発諸制度

特定街区
紀尾井町特定街区（7.4ha／S47決定、S54・S63・H15変更）
平河町二丁目特定街区（0.6ha／H7決定）

再開発等促進区を定める
地区計画

紀尾井町南地区（4.4ha／H23決定）

高度利用地区
麹町四丁目地区（千代田区麹町四丁目）（0.4ha／S62決定）
平河町二丁目東部南地区（千代田区平河町二丁目）（0.7ha／H18決定）

総合設計 30件（平成28年3月時点）

住宅付置制度に
よる住宅供給

住宅供給 2,740戸（平成28年10月時点）

市街地再開発事業・都市開発諸制度等の状況
（平成28年度千代田区都市計画マスタープラン成果検証支援業務／千代田区より引用）

都市施設の状況
（平成28年度千代田区都市計画マスタープラン成果検証支援業務／千代田区より引用）


